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令和３年度吉川市下水道事業会計決算概要 
 

 

 

区 分 Ｒ３年度 Ｒ２年度 
比較 

増減 増減率 

水洗化世帯数 25,184 世帯 24,789 世帯 395 世帯 1.6% 

年間総排水量 6,577,531 ㎥ 6,498,385 ㎥ 79,146 ㎥ 1.2% 

1 日平均排水量 18,021 ㎥ 17,804 ㎥ 217 ㎥ 1.2% 

 

主な建設改良事業                       （単位：円） 

区 分 Ｒ３年度 Ｒ２年度 
比較 

増減 増減率 

管渠事業 386,599,732 350,174,348 36,425,384 10.4% 

ポンプ場事業 143,734,174 60,264,839 83,469,335 138.5% 

令和３年度の業務量は、 

(1) 水洗化世帯数は、２５,１８４世帯で、前年度に比べ３９５世帯（１.6％）増加し

ました。 

(2) 年間総排水量は、６,５７７,５３１㎥で、前年度に比べ７９,１４６㎥（１.２％）増

加しました。 

(3) １日平均排水量は、１８,０２１㎥で、前年度に比べ２１７㎥（１.２％）増加しまし

た。 

(4) 主な建設改良事業につきましては、管渠事業３億８６５９万９７３２円となり、

前年度に比べ３６４２万５３８４円（１０.４％）増額となりました。 

   また、ポンプ場事業は１億４３７３万４１７４円となり、前年度に比べ８３４６

万９３３５円（１３８.５％）増額となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 業務量 
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（単位：円） 

  Ｒ３年度 Ｒ２年度 
対前年比較 

金額 比率(%) 

１営業収益 897,020,939 871,500,982 25,519,957 2.9 

  下水道使用料 715,135,674 688,689,287 26,446,387 3.8 

  雨水処理負担金 181,194,000 181,428,000 △ 234,000 △ 0.1 

  受託事業収益 566,915 535,555 31,360 5.9 

  その他営業収益 124,350 848,140 △ 723,790 △ 85.3 

２営業外収益 627,179,280 625,984,935 1,194,345 0.2 

  受取利息 1,435 1,759 △ 324 △ 18.4 

  他会計負担金 17,401,000 19,612,000 △ 2,211,000 △ 11.3 

  長期前受金戻入 608,700,474 606,293,050 2,407,424 0.4 

  消費税及び地方消費税還付金 1,040,345 0  1,040,345 皆増 

  雑収益 36,026 78,126 △ 42,100 △ 53.9 

３特別利益 118,605 26,213 92,392 352.5 

  過年度損益修正益 94,413 26,213 68,200 260.2 

  その他特別利益 24,192 0 24,192 皆増 

事業収益 計 1,524,318,824 1,497,512,130 26,806,694 1.8 

 

下水道事業収益は、１５億２４３１万８８２４円となり、前年度に比べ２６８０万６

６９４円（１.８％）増額となりました。 

   

・・前年度に比べ２５５１万９９５７円（２.９%）増額 

【下水道使用料】  

下水道使用料は、７億１５１３万５６７４円となり、前年度に比べ２６４４万６

３８７円（３.8％）の増額となりました。令和３年６月にオープンした商業施設の

ほか、接続世帯数の増により、水道使用量が増加したため、前年度に比べて増額し

たものと思われます。 

【雨水処理負担金】  

  雨水処理負担金は、雨水処理に要する経費について一般会計が負担するもので、

1 億 8１１９万４０００円となり、前年度に比べ２３万４０００円（△０.１％）減

額となりました。 

 【受託事業収益】 

   受託事業費負担金は、松伏町と共同で管理している東埼玉テクノポリス調整池の

経費について松伏町が負担する分及び高久ポンプ場に接続されている県の水門の

点検の経費について県が負担するもので、５６万６９１５円となり、前年度と比べ

３万１３６０円（５.９％）増額となりました。 

 

２ 収益的収入及び支出 

(1) 収 益 的 収 入 

営 業 収 益 



3 

 

 【その他営業収益】 

   その他営業収益は、１２万４３５０円となり、前年度に比べて７２万３７９０円

（△８５.３％）の減額となっております。令和 2 年度は３年に１度の排水設備指定

工事店の登録年で、手数料が多かったため減額幅が大きくなりました。 

 

            ・・前年度に比べて１１９万４３４５円（0.２％）増額 

   営業外収益は、6 億 2７１７万９２８０円となり、前年度に比べ１１９万４３４

５円（0.２%）増額となりました。主なものは、長期前受金戻入が６億８７０万４

７４円で、前年度と比べて、２４０万７４２４円（０.４％）の増額となりました。 

 

            ・・前年度に比べて 9 万２３９２円（352.5％）増額 

   特別利益は、１１万８６０５円となり、前年度に比べて９万２３９２円

（352.5％）増額となりました。主なものは、下水道使用料の調定増による過年度

損益修正益が 9 万４４１３円で、前年度と比べて６万８２００円（260.2％）の増

額となりました。 

 

              

                                      （単位：円） 

項目 Ｒ３年度 Ｒ２年度 
対前年比較 

金額 比率(%) 

１営業費用 1,275,410,443 1,266,490,322 8,920,121 0.7 

  管渠費 21,595,426 18,571,835 3,023,591 16.3 

  ポンプ場費 60,160,051 53,853,177 6,306,874 11.7 

  流域下水道費 265,036,404 261,801,443 3,234,961 1.2 

  受託事業費 451,133 331,924 119,209 35.9 

  業務費 48,342,111 49,806,488 △ 1,464,377 △ 2.9 

  総係費 35,999,305 48,297,563 △ 12,298,258 △ 25.5 

  減価償却費 841,594,561 833,340,525 8,254,036 1.0 

  資産減耗費 2,231,452 487,367 1,744,085 357.9 

２営業外費用 73,030,753 94,977,558 △ 21,946,805 △ 23.1 

  
支払利息及び企業債取

扱諸費 
73,030,753 81,940,258 △ 8,909,505 △ 10.9 

  消費税及び地方消費税 0 13,037,300 △ 13,037,300 皆減 

３特別損失 14,658,939 3,124,883 11,534,056 369.1 

  過年度損益修正損 14,658,939 3,124,883 11,534,056 369.1 

事業費用 計 1,363,100,135 1,364,592,763 △ 1,492,628 △ 0.1 

 

下水道事業費用は、１３億６３１０万１３５円となり、前年度に比べ１４９万２６２

８円（△０.１％）減額となりました。 

 

(2) 収 益 的 支 出 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 



4 

 

・・前年度に比べ８９２万１２１円（０.７%）増額 

  【管渠費】  

   管渠費は、２１５９万５４２６円となり、前年度に比べて３０２万３５９

１円（１６.３％）の増額となりました。主なものとして、雨水幹線の除草等、

雨水管渠施設の維持管理に係る委託料が９２４万５５００円となっておりま

す。 

 

【ポンプ場費】 

   ポンプ場費は、６０１６万５１円となり、前年度に比べて 630 万 6874

円（11.７％）の増額となっております。主なものとして、ポンプ場の施設

管理に係る委託料が３９６７万２５７４円となっております。 

 

【流域下水道費】 

   流域下水道費は、2 億６５０３万６４０４円となり、前年度に比べて３２３

万４９６１円（１.２％）の増額となっております。そのうち、汚水処理のた

めの県への負担金が 2 億６３１０万１２４０円となっております。 

 

【受託事業費】 

   受託事業費は、４５万１１３３円となり、前年度に比べて 1１万９２０９円

（３５.９％）の増額となっております。松伏町と共同で管理している東埼玉

テクノポリス調整池の維持管理の経費です。 

 

【業務費】 

   業務費は、４８３４万２１１１円となり、前年度に比べて１４６万４３７

７円（△２.９％）の減額となっております。主なものとしては、吉川市水道

事業へ委託している下水道使用料徴収委託料が４４０５万１７００円となっ

ております。 

 

【総係費】 

 総係費は、３５９９万 9305 円となり、前年度に比べて 1229 万 8258

円（△2５.５％）の減額となっております。主なものとして、庁舎、公用車

及びＯＡ機器などの下水道事業使用分として一般会計に対する負担金が６１

５万 3001 円となっております。 

  

【減価償却費】 

   減価償却費は、8 億４１５９万４５６１円となり、前年度に比べて８２５

万４０３６円（１.０％）の増額となっております。 

  

【資産減耗費】 

   資産減耗費は、２２３万１４５２円となっており、前年度に比べ１７４万４０８

５円（３５７.９％）の増額となっております。 

営 業 費 用 
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         ・・・・前年度に比べ２１９４万６８０５円（△2３.1％）減額 

営業外費用は、７３０３万７５３円となり、前年度に比べ２１９４万６８０５円（△

2３.１％）の減額となっています。内訳は、全額が企業債等支払利息となっておりま

す。 

 

         ・・・・前年度に比べ１１５３万４０５６円（３６９.１％）増額 

特別損失は、１４６５万８９３９円となり、前年度と比べて１１５３万４０５６円

（３６９.１％）の増額となりました。内訳は令和 2 年度下水道使用料調定減額分とし

て、1 万 8381 円、令和 2 年度一般会計負担金精算分として、１４６４万５５８円

となっております。 

 

 

 
                                               （単位 円） 

  Ｒ３年度 Ｒ２年度 
対前年比較 

金額 比率(%) 

１企 業 債 484,000,000 386,800,000 97,200,000 25.1% 

  
建設改良費等に充て

るための企業債 
282,400,000 195,400,000 87,000,000 44.5% 

  流域下水道事業債 29,700,000 40,900,000 △ 11,200,000 △ 27.4% 

  資本費平準化債 171,900,000 150,500,000 21,400,000 14.2% 

２他会計出資金 81,325,000 86,053,000 △ 4,728,000 △ 5.5% 

  一般会計出資金 81,325,000 86,053,000 △ 4,728,000 △ 5.5% 

３国庫補助金 210,794,000 169,951,000 40,843,000 24.0% 

  国庫補助金 210,794,000 169,951,000 40,843,000 24.0% 

４負担金 14,387,000 14,769,000 △ 382,000 △ 2.6% 

  一般会計負担金 14,387,000 14,769,000 △ 382,000 △ 2.6% 

５その他資本的収入 4,085 0  4,085 皆増 

  その他資本的収入 4,085 0  4,085 皆増 

資本的収入計 790,510,085 657,573,000 132,937,085 20.2% 

 

資本的収入は、７億９０５１万８５円で、前年度に比べ 1 億３２９３万７０８５円

（２０.２％）の増額となっております。 

 

            ・・前年度に比べ９７２０万円（２５.１％）増額 

企業債は４億８４００万円で、前年度と比べて９７２０万円（２５.１％）の増額と

なっております。 

  

・・前年度に比べ４７２万８０００円（△５.５％）減額 

３ 資本的収入及び支出 

(1) 資 本 的 収 入 

営 業 外 費 用 

企 業 債 

他会計出資金 

特 別 損 失 
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他会計出資金は、８１３２万５０００円で、前年度に比べ４７２万８０００円（△

５.５％）の減額となっております。これは、総務省の基準により一般会計で負担すべ

き企業債償還金分です。 

           ・・・前年度に比べ４０８４万３０００円（２４.０%）増額 

国庫補助金は、２億１０７９万４０００円で、前年度と比べて４０８４万３０００

円（２４.０％）の増額となっております。内訳は、吉川美南駅東口における汚水管布

設工事において 9716 万６０００円、雨水管布設工事において７４６５万４０００円

及び雨水ポンプ場電気設備工事に３８９７万４０００円をそれぞれ充当しております。 

 

            ・・前年度に比べ３８万２０００円（△２.６%）減額 

負担金は、14３８万７０００円となり、前年度に比べて３８万２０００円（△２.

６％）の減額となっております。内容といたしましては、資本的支出に係る人件費を

一般会計が負担するものです。 

 

         ・・前年度に比べて４０８５円（皆増）増額 

  その他資本的収入は、４０８５円となり、前年度にはなかったので、皆増となりま

す。これは、令和 2 年度資本的支出における地方公務員災害補償基金負担金の還付を

令和 3 年度において受けたものです。 

 

 

（単位：円） 

  Ｒ３年度 Ｒ２年度 
対前年比較 

金額 比率(%) 

１建設改良費 584,666,060 476,727,835 107,938,225 22.6 

  管渠費 386,599,732 350,174,348 36,425,384 10.4 

  ポンプ場費 143,734,174 60,264,839 83,469,335 138.5 

  流域下水道費 29,775,149 41,045,628 △ 11,270,479 △ 27.5 

  業務費 24,557,005 25,243,020 △ 686,015 △ 2.7 

２企業債償還金 434,598,384 431,725,836 2,872,548 0.7 

  
建設改良費等の財源に充

てるための企業債償還金 
358,030,449 361,990,561 △ 3,960,112 △ 1.1 

  流域下水道事業債償還金 54,729,311 55,217,358 △ 488,047 △ 0.9 

  資本費平準化債償還金 21,838,624 14,517,917 7,320,707 50.4 

３固定資産購入費 164,739 6,600,000 △ 6,435,261 △ 97.5 

  固定資産購入費 164,739 6,600,000 △ 6,435,261 △ 97.5 

資本的支出計 1,019,429,183 915,053,671 104,375,512 11.4 

 

資本的支出は、１０億１９４２万９１８３円で、前年度に比べ 1 億４３７万５５１２円 

（１１.４％）の増額となっています。 

 

(2) 資 本 的 支 出 

国庫補助金 

負担金 

その他資本的収入 
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            ・・前年度に比べ 1 億７９３万８２２５円（２２.６%）の

増額 

建設改良費は、５億８４６６万６０６０円となり、前年度に比べ、1 億７９３万８

２２５円（２２.６％）の増額となっております。 

【管渠費】 

管渠費は 3 億８６５９万９７３２円となり、前年度と比べて３６４２万５３８４円

（１０.４％）の増額となっております。主なものといたしましては、吉川美南駅東口

周辺地区における汚水管布設工事２億９７７万円、同地区内の雨水管布設工事が１億

５０６１万３０００円となっております。 

 

【ポンプ場費】 

ポンプ場は 1 億４３７３万４１７４円となり、前年度と比べて８３４６万９３３５

円（１３８.５％）の増額となっております。主なものといたしましては、共保・高久

雨水ポンプ場電気設備工事が３８９４万円、高久雨水ポンプ場電気設備工事が５７８

６万円となっております。 

 

【流域下水道費】 

 流域下水道費は、２９７７万５１４９円となり、前年度と比べて１１２７万４７９

円（△２７.５％）の減額となっております。内容といたしましては、埼玉県の流域下

水道施設建設に対する負担金となっております。 

 

【業務費】 

業務費は２４５５万７００５円となり、前年度と比べて６８万６０１５円（△２.

７％）の減額となっております。内容といたしましては、取付管や公共ます等の汚水

排水設備工事費となっております。 

 

                    ・・前年度に比べ２８７万２５４８円（０.７%）増額 

企業債償還金は、４億３４５９万８３８４円となり、前年度に比べ２８７万２５４

８円（０.７%）の増額となっています。                    

 

            ・・前年度に比べて６４３万５２６１円（△９７.５％）減額 

  固定資産購入費は、１６万４７３９円となり、前年度に比べて６４３万５２６１円

（△９７.５％）の減額となっています。主な内容としては、高圧洗浄機購入費１２万

１４７３円となっております。 

 

【補塡財源】・・・前年度と比べ２８５６万１５７３円（△１１.１％）減少 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は２億２８９１万９０９８円となり、

前年度に比べ２８５６万１５７３円（△１１.１％）減少しています。 

企 業 債 償 還 金 

建 設 改 良 費 

固定資産購入費     
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この不足額については、下記の資金で補塡します。 

 金額 説明 

当年度分消費税資本的

収支調整額 
35,834,351 円 

資本的支出のうち、課税支出に属する仮

払い消費税の額 

減債積立金 112,921,753 円 
前年度末までに利益剰余金から企業債

償還のために積み立てた積立金 

過年度分損益勘定留保

資金 
80,162,994 円 

前年度までの減価償却費から長期前受

金戻入を差し引いた額 

 

 



9 

 

 

 

（１）清潔で快適な生活環境の確保 

 ★ 水洗化率の向上                         

   公共下水道処理区域内の未接続建物所有者に対し、接続していただくため、通知

による接続依頼のほか、広報誌への記事の掲載をしました。 

（２） 効率的な施設整備  

★ 管渠建設改良事業                   

 ○ 吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事業に伴う管渠布設工事 

・汚水管布設工事費：Ｌ＝561.5ｍ ２億９７７万円 

・雨水管布設工事費：Ｌ＝229.1ｍ  １億５０６１万３０００円 

 

★ ポンプ場設備更新事業                

  ポンプ場の設備の老朽化に伴い、実施した主な事業は下記のとおりです。 

・共保・高久雨水ポンプ場電気設備工事 ３８９４万円 

・高久雨水ポンプ場電気設備工事 ５７８６万円 

 

★設備の適正な維持管理                 

  設備を適正に維持するとともに長寿命化を図るため、設備の維持水準や優

先度を考慮し、修繕等により設備の適正な維持管理を実施しました。 

・マンホール周辺舗装補修及び鉄蓋交換工事 ９５０万９５００円 

・管渠内清掃業務委託等 ２７４万７８００円 

・管渠内調査業務委託 ２５３万円 

 

（３）効率的な経営 

   厳しい経営環境のもと、信頼される下水道をめざすためには、安定した経

営基盤の構築が不可欠であり、効率的な事業運営の推進に努めます。 

 

 ★事務の効率化                       

  〇下水道台帳の電子化を行い事務の効率化を図り、毎年度データの更新を行

いました。 

・下水道台帳整備委託料         ３６０万３００円 

・資産管理台帳システム保守業務委託料  ７４万２５００円 

   

４ 主な事業 
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項目 
分析結果 

指標説明 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 

経常収支比率 110.5％ 108.8% 

 当該年度において、料金収入等で維持管理費や

支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表

す指標。 

累積欠損金比率 0.0％ 0.0% 

 営業活動で生じた損失を補てんできず、複数年

にわたって累積した欠損金の状況を表す指標。

０%であることが求められる。 

流動比率 82.0％ 56.3%  短期的な債務に対する支払能力を表す指標。 

企業債残高 

対事業規模比率 
674.3％ 679.3% 

 料金収入に対する企業債残高の割合であり、企

業債残高の規模を表す指標。 

経費回収率 140.6％ 134.9% 

 下水道使用料で回収すべき経費（汚水処理費）

を、どの程度使用料で賄えているかを表した指

標。 

汚水処理原価 77.5 円 79.1 円  有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用。 

汚水処理単価比率 140.6％ 134.9% 

使用料単価と有収水量に基づく汚水処理単価

とを対比した指標。利益を出すためには 100％以

上である必要がある。 

水洗化率 96.9％ 96.5% 
 処理区域内人口のうち、実際に下水道を接続し

て汚水処理している人口の割合を表した指標。 

有形固定資産 

減価償却率 
8.6％ 5.8% 

 有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却

がどの程度進んでいるか表す指標。 

管渠老朽化率 0.0％ 0.0% 

 法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を表し

た指標。管渠の老朽化度合いを示している。吉川

市においては法定耐用年数を超えた管渠はない。 

管渠改善率 0.0％ 0.0% 
 当該年度に更新した管渠延長の割合を表した

指標。 

 

５ 下水道事業経営指標 


